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特
装
愛
蔵
版

『随
想
集

月
と
歩
い

た
峠
路
穴
奥
付
発
行
日
は
２
０
１
５

年
１１
月
１２
日
）
が
、
第
５０
回
造
本
装

慎
コ
ン
ク
ー
ル

↑
王
催
／

一
般
社
団

法
人
日
本
書
籍
出
版
協
会

・
一
般
社

団
法
人
日
本
印
刷
産
業
連
合
会
）
に

お
い
て
、
日
本
書
籍
出
版
協
会
理
事

長
賞

〈文
学

。
文
芸

（エ
ッ
セ
イ
）

部
門
〉
を
受
賞
し
、
そ
の
授
賞
式
が
、

２
０
１
６
年
９
月
２４
日
、
東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト
で
行
な
わ
れ
た
。
ま
た
、

同
所
で
催
さ
れ
て
い
た
東
京
国
際
ブ

ッ
ク
フ
ェ
ア
会
場
に
展
示
さ
れ
、
多

く
の
来
場
者
が
鑑
賞
し
た
。

「文
芸
作
品
の
特
装
限
定
本
の
造
り

と
し
て
亀
鑑
た
り
得
る
オ
ー
ソ
ド
ッ

ク
ス
な
造
り
で
す
。
（略
）
目
次
も
含

め
て
、
文
字
組
や
余
自
の
取
り
方
ま

で
、
神
経
が
行
き
届
い
て
い
ま
す
。

小
口
は
三
方
銀
。
し
か
も
そ
の
色
は
、

た
だ
豪
奢
を
街
う
も
の
で
は
な
く
、

こ
の
本
の
タ
イ
ト
ル
に
も
な
っ
て
い

る
エ
ッ
セ
イ
の
内
容
と
、
読
み
手
の

中
で
響
き
合
い
光
書
を
放
つ
よ
う
に

使
わ
れ
て
い
ま
す
」

（審
査
員

・
古
川
信
夫
氏
評
）

な
お
、
今
回
の
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞

作
品
は
、
２
０
１
７
年
に
ド
イ
ツ
・

ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
で
催
さ
れ
る

「世
界

で
最
も
美
し
い
本
コ
ン
ク
ー
ル
」
の

審
査
会
に
も
出
品
さ
れ
、
そ
の
後
、

フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
．フ
ッ
ク
フ
ェ
ア
会

場
で
も
、
展
示
さ
れ
る
予
定
。

同
書
は
、
雑
誌

『ア
ル
プ
』
を
刊

行
し
、
山
や
登
山
を
思
索
の
軸
と
し

て
旺
盛
な
執
筆
活
動
を
続
け
た
哲
学

者

・
串
田
孫

一
（１
９
１
５
～
２
０

０
５
）
の
生
誕
百
年
、
没
後
十
年
を

記
念
し
て
、
串
田
氏
の
生
誕
百
年
に

あ
た
る
２
０
１
５
年
１１
月
１２
日
を
奥

付
発
行
日
と
し
て
、
山
や
自
然
に
関

わ
る
単
行
本
未
収
録
の
随
想
１
０
０

編
を
集
録
し
た
、
限
定
２
５
０
部
の

特
装
版
に
よ
る
新
刊
で
あ
る
。

装
噴
は
、
長
年
、
新
潮
社
装
帳
室

室
長
も
務
め
た
高
橋
千
裕
氏
に
依
頼
。

特
装
本
と
し
て
も
ま
れ
な
三
方
銀
で
、

串
田
孫

一
の
世
界
観
を
表
現
。　
ま
た
、

北
海
道
斜
里
町
に
あ
る

「北
の
ア
ル

プ
美
術
館
」
に
移
設
さ
れ
て
い
る
串

田
氏
の
書
斎
の
書
棚
に
保
管
さ
れ
て

い
た

「１
９
５
６
Ｓ
ｅ
ｐ
ｔ
・
蓬
峠

・

大
源
太

・
巻
機
山
」
と
記
さ
れ
た
ス

ケ
ッ
チ
ブ
ッ
ク
の

一
部
を
再
現
し
た

付
録
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
僅
少
だ
が
、
残
部
販
売
可

能
。
ご
希
望
の
方
は
、
左
記
問
合
せ

先
に
連
絡
を
。
書
店
販
売
は
な
し
。

山
と
漢
谷
社

串
田
孫
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報
告

２
０
１
６
年
１０
月
、
ヒ
ュ
∠
ア
・

ジ
ャ
ヴ
ェ
ル
で
第
１２
回

「霧
ヶ
峰

・

山
の
會
」
が
開
催
さ
れ
た
。

‐４
日
夜
は
川
上
美
保
子
氏
の
講
義

「霧
ヶ
峰
草
原
の
植
物
」
。
新
種
シ
ナ

ノ
ト
ウ
ヒ
レ
ン
発
見
を
語
り
、
ニ
ホ

ン
ジ
カ
に
よ
る
草
原
損
傷
に
対
す
る

「火
入
れ
」
の
有
効
性
を
説
い
た
。

２
日
目
、
快
晴
の
鷲
ヶ
峰
で
は
覇
エ

岳
談
議
」
の
花
を
咲
か
せ
た
。

１６
年

は
諏
訪
大
社
御
柱
祭
の
年
。
霧
ヶ
峰

東
俣
国
有
林
で
切
り
出
さ
れ
た
下
社

御
神
木
が
た
ど
る
傾
斜
３５
度
の

「木

落
し
坂
」
で
息
を
呑
み
、
諏
訪
下
社
へ
ｃ

神
社
縁
起
や
御
柱
祭
の
仕
組
み
の
説

明
を
受
け
た
。
夜
の
大
放
談
会
で
は
、

１
９
３
５
年
開
催
の
元
祖

「山
の
會
」

関
連
資
料
を
基
に
大
い
に
語
り
合
う
。

３
日
目
の
金
井
孝
幸
氏
の
講
義

「私
の
山
登
り
と
百
姓
談
議
」
は
積

年
の
リ
ン
ゴ
栽
培
を
主
に
、
男
女
倉

山
の
呼
称
な
ど
に
話
は
及
ん
だ
。
昼

は
そ
ば
を
賞
味
、
名
残
を
惜
し
み
つ

つ
解
散
。
　

　

（日
比
野

一
成
＝
文
）

話
題

１
９
２
６
年
の
創
立
か
ら
、
ス
キ

ー
登
山
や
沢
登
り
を
通
じ
て
探
検
的

山
登
り
を
追
い
求
め
、
南
極
観
測
な

ど
に
も
多
く
の
人
材
を
輩
出
し
て
き

た
北
大
山
岳
部
。
そ
の
９０
周
年
を
祝

う
式
典
が
、
「
月
６
日
、
東
京
都
千

代
田
区
の
学
士
会
館
で
開
か
れ
た
。

当
日
は
約
１
０
０
人
を
超
え
る
卒

業
生
や
１８
人
の
現
役
部
員
に
加
え
、

各
地
の
大
学
山
岳
部
か
ら
の
来
賓
約

９０
人
も
駆
け
つ
け
、
長
い
活
動
の
歴

史
を
称
え
た
。

遭
難
者
へ
の
黙
祷
で
始
ま
っ
た
式

典
は
、
小
泉
章
夫

・
北
大
山
の
会
会

長
の
あ
い
さ
つ
、
来
賓
祝
辞
と
続
き
、

卒
業
生
の
白
石
和
行

・
国
立
極
地
研

究
所
長
が

「極
地
研
究
と
北
海
道
大

学
山
岳
部
の
関
わ
り
」
と
題
し
た
講

演
を
行
な
っ
た
。
祝
賀
会
で
は
登
山

者
の
間
で
広
く
愛
さ
れ
た
北
大
山
岳

部
部
歌

「山
の
四
季
」
の
斉
唱
や
、

現
役
部
員
に
よ
る
活
動
報
告
な
ど
も

行
な
わ
れ
た
。
（久
保
田
賢
次
／
ヤ
マ

ケ
イ
登
山
総
合
研
究
所
＝
文
）

「山の會」は深田久弥らが開催した山の文化
講習会の流れを受け継ぐ。鷲ケ峰山頂にて

参加者最高齢の今村昌耕さん(97歳、厳冬期
ベテガリ岳の初登頂者)を囲む現役部員たち

(家老芳美=写真)
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